
上部継手を取り外すと
下部継手内部を補修
することができます。

①ノンハブカップリン
グのボルトを緩める。
ノンハブカップリン
グを継手直管部側へ
スライドさせ仮締め

②スペーサリングを
取り外す。

③ナットを緩め、Ｔボルトを
取り外す。
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上部継手
上部継手

下部継手

パッキン

④上部継手に立て管が接合された状態で
１０ｍｍ持ち上げ、水平に移動して
立て管を外す。

⑤上部継手から立て管（旧管）
を抜く。

⑥下部継手（旧継手）を取り外す。

⑦下部継手（新継手）を取り付ける。

⑧スペーサリングを装着する

ノンハブカップリン
グのボルトを締める。

⑨ノンハブカップリン
グを下部立て管側へ
スライドさせる。

⑩上部継手の受け口に
立て管を挿入接合する。

⑪上部継手に立て管が接合された状態で
水平に移動し、上部継手と下部継手
の嵌合ガイドの位置を合わせて、
ゆっくり降ろす。

⑬スペーサリングを
装着する。

⑫Ｔボルトを挿通し、ナット
を締める。

立て管（旧管）

立て管（新管）

註）取外した集合管継手は、
新品に更新する他、
継手内部の錆やスケールを
落とし、更正する方法もある。

ロックウール等

排水立て管（ＤＶＬＰ）

ＨＱジョイント

ＨＱジョイント

掃除口

掃除口

共用部ＰＳ

共用部ＰＳ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８説明の便宜上、上階の
継手の更新は省略して
あります。

する。

ノンハブカップリング

ノンハブカップリン

⑭ノンハブカップリン
グを下部立て管側へ
スライドさせる。

グのボルトを締める。

（防振ゴム付２ツ割バンド仕様品）

スペーサリング ｔ１０

モルタル抑え

モルタル抑え

ロックウール等

※支持具（防振ゴム付２ツ割バンド仕様品）追加 ２００７／１２／１７

※支持具

共用部排水立て管の更新手順 ２００７／１２／１５号
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